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会員各位 

                        幸徳秋水を顕彰する会 

                        会  長 宮本博行 

                        事務局長 田中 全 

 

     秋水「非戦の碑」建立  協力寄付金のお願い 

 

拝啓 新型コロナウイルスとの共生が避けられない中、梅雨の長雨も重なり、う

っとうしい日が続いていますが、会員の皆様はお変わりないでしょうか。 

 当顕彰会は、すでにご通知した通り、2021 年、幸徳秋水生誕 150 年（11 月 5

日）・刑死 110 年（1月 24 日）記念事業を計画しています。 

 その目玉として、二つ目の顕彰碑「非戦の碑」を、以下の通り、建立するとす

ることを決定いたしました。（最初の秋水「絶筆碑」は、1983 年、刑死 70 年記

念事業として市内為松公園に建立） 

 

１．碑文  秋水が日露戦争前夜（1904 年 1 月）平民新聞に書いた非戦論の 

中の一文「吾人は飽まで戦争を否認す・・・」 

２．場所  秋水墓のある正福寺境内 

３．時期  秋水生誕日に合わせ 2021 年 11 月 

４．事業費 約 300 万円 協力寄付金を募る。１口 5千円。 

 

 秋水の非戦論は戦後、永久平和・戦争放棄の日本国憲法第九条として結実しま

した。憲法改悪論議が止まないいま、「反戦平和の原点」である秋水の非戦論を

改めて心に刻み、平和を愛し、守る国民総意の象徴にしようではありませんか。 

会員の皆様におかれましては、コロナ等による厳しい経済状況下ではありま

すが、趣旨にご賛同しただき、寄付（1口 5千円、できれば複数口）にご協力く

ださいますよう、よろしくお願いいたします。 

ご協力くださった方には、お礼として「秋水絶筆色紙」レプリカを贈呈させて

いただきます。 

チラシを複数入れさせていただきましたので、まわりの方にも協力を呼び掛

けてくだされば幸いです。追加の郵便振替用紙が必要な場合はご連絡ください。 

何とぞ、よろしくお願いいたします。               

敬具 

チラシは次ページ ↓ 




